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「
過
去
の
失
敗
の
経
験
を
共
通

の
も
の
と
し
て
活
か
す
こ
と
で
、

隠
れ
て
い
る
危
険
を
摘
み
取
る
地

道
な
活
動
を
皆
さ
ん
と
共
に
行
な

っ
て
い
き
た
い
」
。
来
賓
の
福
島

憲
一
三
鷹
労
基
署
副
署
長
は
挨
拶

の
中
で
話
し
ま
し
た
。

2
月
28
日
、
三
鷹
市
公
会
堂
さ

ん
さ
ん
館
で
、
三
鷹
労
働
基
準
監

督
署
管
内
低
層
住
宅
工
事
安
全
対

策
協
議
会
（
三
鷹
低
安
協
）
の
結

成
総
会
が
行
な
わ
れ
、
建
設
ユ
ニ

オ
ン
2
支
部
、
武
蔵
野
建
設
、
東

京
土
建
の
5
支
部（
三
鷹
武
蔵
野
、

調
布
、
清
瀬
久
留
米
、
狛
江
、
西

東
京
）
、
東
京
都
連
か
ら
38
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

堀
井
晶
都
連
書
記
次
長
が
、
三

鷹
監
督
署
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
2

度
の
準
備
会
を
経
て
こ
の
日
の
設

立
を
迎
え
た
と
い
う
経
過
報
告
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
蒙
活
動
な

ど
の
活
動
方
針
、
会
則
を
提
案
し

参
加
者
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し

た
。
ま
た
渡
邊
和
彦
三
鷹
武
蔵
野

支
部
労
対
部
長
を
会
長
と
す
る
8

人
の
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
小
平
東
村
山
・
書
記
・
高
倉

一
歩
記
】
小
平
東
村
山
支
部
で
は

2
月
13
日
、
東
村
山
市
役
所
に
て

支
部
と
東
村
山
市
と
の
防
災
協
定

の
締
結
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
式

に
は
、
本
部
か
ら
松
広
仕
事
対
策

専
従
常
任

中
執
、
支

部
か
ら
井

上
執
行
委

員
長
、
石

塚
書
記

長
、
菊
地

仕
事
対
策

部
長
、
東

村
山
市
か

ら
渡
部
市

長
、
荒
井

副
市
長
を

は
じ
め
4

人
が
列
席

し
ま
し
た
。

式
後
に
懇
談
を
行
な
い
、
市
長

か
ら
は
「
震
災
だ
け
で
は
な
く
、

台
風
や
大
雪
な
ど
自
然
災
害
の
対

応
や
建
設
職
人
な
ら
で
は
の
技
能

や
資
機
材
な
ど
東
京
土
建
に
は
期

待
し
て
い
る
。
市
内
に
1
0
0
0

人
も
の
組
合
員
が
い
る
の
は
頼
も

し
い
」
と
東
京
土
建
へ
の
期
待
と

要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

旧
東
村
山
支
部
で
は
、
市
長
懇

談
の
中
で
「
防
災
協
定
の
締
結
」

に
関
し
て
前
向
き
な
発
言
を
も
ら

い
、
2
0
1
3
年
か
ら
市
防
災
安

全
課
と
の
懇
談
を
開
始
。
2
0
1

6
年
の
支
部
再
編
を
き
っ
か
け

に
、
す
で
に
締
結
済
み
の
小
平
市

の
状
況
な
ど
も
報
告
し
、
組
合
側

か
ら
新
た
な
試
案
を
持
ち
か
け
る

な
ど
、
主
導
的
に
協
議
を
進
め
る

中
で
、
4
年
越
し
と
な
る
今
回
の

成
果
を
新
支
部
と
し
て
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

協定を締結し、笑顔の渡部尚東村山市長
（左）と井上清一小平東村山委員長（右）

38人の出席で結成されました

2
月
23
日
、
小
金
井
宮
地
楽
器

ホ
ー
ル
に
て
三
多
摩
国
民
春
闘
勝

利
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
は
三
多
摩
国
民
春
闘
共

闘
会
議
で
、
5
0
0
人
（
東
京
土

建
2
9
0
人
）
の
参
加
。

三
多
摩
国
民
春
闘
共
闘
会
議
代

表
委
員
を
務
め
る
東
京
土
建
本
部

の
宮
田
清
志
副
委
員
長
は
、
主
催

者
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
「
ま
す
ま

す
格
差
が
生
ま
れ
る
の
が
、
安
倍

政
権
の
政
治
。
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
は

や
り
た
い
放
題
の
ボ
ロ
儲
け
。
公

契
約
条
例
の
制
定
が
必
要
」
な
ど

と
訴
え
ま
し
た
。

「
2
0
1
8
年
春
闘
の
重
点
と

賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
・
底
上
げ

の
た
た
か
い
」
と
題
さ
れ
た
講
演

で
は
、
斉
藤
寛
生
国
民
春
闘
共
闘

委
員
会
事
務
局
次
長
が
、
「
貧
困

者
が
減
っ
た
と
嘘
を
つ
く
首
相
は

い
ら
な
い
」
と
述
べ
、
国
会
答
弁

で
も
嘘
を
繰
り
返
す
安
倍
首
相
に

対
し
て
怒
り
、
正
確
な
デ
ー
タ
を

示
し
て
批
判
し
ま
し
た
。

各
団
体
の
訴
え
が
続
く
な
か
、

東
京
土
建
を
代
表
し
て
、
首
都
圏

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟（
第
2
陣
）

の
共
同
代
表
を
務
め
る
吉
田
重
男

さ
ん
（
村
山
大
和
）
か
ら
、
被
害

者
の
苦
し
み
と
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危

険
性
、
製
造
企
業
の
断
罪
の
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
当
面

の
行
動
予
定
の
確
認
、
集
会
ア
ピ

ー
ル
を
決
議
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
荒
川
・

書
記
・
船
橋

賢
一
記
】
荒

川
区
9
条
の

会
連
絡
会
は

2
月
19
日
、

荒
川
支
部
会

館
で
憲
法
カ

フ
ェ
を
開

催
。
「
安
倍

9
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
3
千
万

署
名
」
を
さ

ら
に
推
し
進

め
る
た
め

に
、
「
憲
法
9
条
に
自
衛
隊
が
明

記
さ
れ
る
と
生
活
に
ど
ん
な
影
響

が
あ
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
学
び

ま
し
た
。

講
師
は
明
日
の
自
由
を
守
る
若

手
弁
護
士
の
会
の
武
井
由
起
子
弁

護
士
。
9
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す

る
自
民
党
改
憲
案
は
、
「
戦
力
不

保
持
」
や
「
交
戦
権
の
否
定
」
を

骨
抜
き
に
し
、
安
保
関
連
法
制
で

集
団
的
自
衛
権
行
使
や
駆
け
つ
け

警
護
の
任
務
を
得
た
自
衛
隊
を
憲

法
で
事
実
上
容
認
す
る
こ
と
に
な

る
。
災
害
救
助
活
動
を
し
て
い
る

自
衛
隊
を
き
ち
ん
と
憲
法
に
明
記

し
て
合
憲
に
し
て
い
く
と
い
う
安

倍
政
権
の
発
想
そ
の
も
の
が
「
ご

ま
か
し
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
投
票
は

低
投
票
率
で
も
有
効
投
票
総
数
の

過
半
数
が
「
賛
成
」
と
な
れ
ば
改

憲
案
は
成
立
し
て
し
ま
う
と
国
民

投
票
（
改
憲
手
続
）
法
の
欠
陥
も

指
摘
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
3
千
万
署
名
の
進

め
方
で
質
問
が
あ
り
、
「
5
年
後

10
年
後
に
子
が
戦
争
に
行
か
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
の
戦
争
に
つ
き
合
わ
さ

れ
、
ア
メ
リ
カ
の
弾
除
け
に
だ
っ

て
な
る
か
も
し
れ
な
い
。だ
か
ら
、

こ
の
署
名
運
動
を
し
て
い
る
ん
で

す
」
と
訴
え
れ
ば
、
若
い
世
代
は

聞
く
耳
を
持
ち
ま
す
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
49
人
で

し
た
。

東京土建の仲間が登壇してアピール

講師をつとめた武井弁護士

【
本
部
・
竹
腰
隆
樹
記
】
2
月

23
日
、
本
部
事
業
所
対
策
委
員
会

は
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
を
テ
ー
マ
に

事
業
所
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ペ
ラ
シ
テ

ィ
東
天
紅
で
開
催
し
ま
し
た
。
組

合
事
業
所
44
社
49
人
と
都
心
部
訪

問
等
で
声
掛
け
を
し
た
組
合
未
加

入
事
業
所
等
11
社
か
ら
14
人
、
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
他
団
体

4
人
を
含
み
、
全
体
で
81
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
本
部
山
本
繁

樹
専
従
常
任
中
執
は
、
シ
ス
テ
ム

の
概
要
と
事
業
所
の
対
応
を
中
心

に
解
説
。
グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
を
利

用
し
て
い
る
事
業
所
も
多
く
な
っ

て
き
た
が
、
ま
だ
真
正
性
が
高
く

な
い
実
態
が
あ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は

真
正
性
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
、

発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
は
4
段
階
。

能
力
評
価
は
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る

と
レ
ベ
ル
が
あ
が
る
ポ
イ
ン
ト
制

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
事
業

所
規
模
別
の
登
録
利
用
料
、
申
請

方
法
、
事
業
所
の
評
価
基
準
等
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

2
部
の
交
流
会
に
は
50
人
が
参

加
し
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
名
刺
交
換

が
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
が

自
己
紹
介
を
し
、
仕
事
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
情
報
交
換
が
旺

盛
に
行
な
わ
れ
、
支
部
を
超
え
て

の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
本
部
・
船
越
宣
樹
記
】
2
月

28
日
〜
3
月
1
日
、
静
岡
県
焼
津

市
で
行
な
わ
れ
た
3
・
1
ビ
キ
ニ

デ
ー
に
東
京
土
建
本
部
か
ら
芳
井

常
任
中
執
ほ
か
1
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
足
立
、
練
馬
支
部
な

ど
か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
被
災
64
年
2
0
1
8
年
3
・

1
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
」
に
は
全
国

か
ら
1
8
0
0
人
が
参
加
し
、
焼

津
市
長
の
あ
い
さ
つ
や
多
数
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
7
月
、
国
連
で
1
2
2
カ
国

が
賛
成
し
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
に
貢
献
し
た

「
ア
イ
キ
ャ
ン
」
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
が
授
与
さ
れ
、
世
界
に
核
廃

絶
の
波
が
広
が
り
ま
し
た
。
（
ア

メ
リ
カ
や
日
本
は
批
准
し
て
い
な

い
）
条
約
は
世
界
に
核
兵
器
の
廃

絶
を
広
げ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
日
本
政
府
へ
の
働
き
か
け

や
署
名
運
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

1
日
は
第
五
福
竜
丸
で
被
爆
し

亡
く
な
っ
た
久
保
山
愛
吉
さ
ん
の

お
墓
へ
向
け
行
進
し
ま
し
た
。

2部の交流会ではまず自己紹介

求

人

三多摩春闘

闘
っ
て
大
幅
賃
上
げ
を

地域から労災を撲滅
８団体で三鷹低安協が結成

ＣＣＵＳでセミナー
未加入事業所からも１１社

ア
ス
ベ
ス
ト
で
吉
田
さ
ん
発
言

安
心
と
信
頼
の
東
京
土
建

安
心
と
信
頼
の
東
京
土
建

東
村
山
市
と
防
災
協
定

核
な
く
せ
の
声
大
き
く

「
小
平
東
村
山
に
大
き
な
期
待
」

ビ
キ
ニ
デ
ー
に
１
８
０
０
人

アベ改憲はごまかし
荒川９条の会が学習会


